
・取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。

・お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切
　に保管してください。

このたびはお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。

品番

取扱説明書

フードプロセッサー

保証書付

BZ-FP77

長年ご使用のフードプロセッサーの点検を！

家庭用
この商品を使用できるのは日本国内のみで、外国では電源・電圧が
異なりますので使用できません。
This unit cannot be used in foreign countries as designed for Japan only.

BZ-FP77
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フードプロセッサー 保証書

TEL. FAX.03-3527-8899 03-3527-8956

この商品についてのご質問は

OM0

株式会社

電話番号

消耗部品は除く
本体1年

年　　　月　　　日

お買い上げ日より

お買い上げ日

品　番

保証期間

対象部分

住所・電話番号

印

様

株式会社

持込修理

東京都台東区駒形2-5-4

東京都台東区駒形

この商品には保証書がついています。
保証書は販売店にて所定事項を記入してお
渡しいたしますので、内容をよくお読みの
うえ大切に保管してください。

販売店または当社サービスセンターにご
相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、ご要望により有料修理いた
します。ただし、補修用性能部品の最低
保有期間は、製造打ち切り後6年です。

注） 補修用性能部品とは、その商品の機
 能を維持するために必要な部品です。

保証期間中でも有料になることがあります
ので、保証書をよくお読みください。

保証期間はお買い上げの日から1年
間です。

保証期間後の修理は・・・

本 社

このような症状はありませんか？

●電源を入れても、ときどき運転しないことがある。

●本体が変形したり、異常に熱い。

●こげくさい臭いがする。

●その他の異常、故障がある。

〒111-0043

このような症状のとき
は、事故防止のため、
ただちにご使用を止め
ていただき、必ず販売
店または当社サービス
センターに点検をご相
談ください。

135-0064 東京都江東区青海3丁目2番17号
ワールド流通センターA棟 ユニエックス倉庫内

営業日：月曜～金曜（但し、祝日は除きます）お電話受付時間 9：30～17：00

本書はお買上げの日から左記期間中故
障が発生した場合には、本書記載内容
で無料修理を行なうことをお約束するも
のです。
詳細は裏面をご参照ください。

株式会社

保証とアフターサービス

キリトリ線
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安全上のご注意

誤った使いかたをしたときに生じる危険や損害の程度を表わす図記号です。

お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

危険 
警告 
注意 

ご使用の前に、この「安全上のご注意」を必ずお読みください。
◎ここに示した注意事項は、本商品を安全に正しくお使いいただき、あなたやほかの人々への危害や損害を未然に
　防止するためのものです。必ず守ってください。

「人が死亡または重傷を負う危険性が切迫して生じることが想定される内容」
 を表わしています。

「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容」を表わしています。

「傷害を負う可能性や、物的損害の発生が想定される内容」を表わしています。

してはいけない「禁止」の
内容を表わしています。

必ず実行していただく「強制」の
内容を表わしています。

プラグを
抜く

警告
こどもだけで使用させたり、遊ばせたりしな
い。また、幼児の手の届く範囲で使用しない
感電・けがの原因になります。使用禁止

改造はしない。また、修理技術者以外
の人は、分解したり修理をしない
火災・感電・けがの原因になります。修理は
お買い上げの販売店または当社サービスセン
ターにご相談ください。（⇒巻末参照）

本体のすき間にピンや針金などの異物を入れない
感電やけが、火災の原因になります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、差し込みプ
ラグを抜き差ししない
感電の原因になります。

禁止

交流100V以外では使用しない
火災・感電の原因になります。

使用禁止

本体、差し込みプラグ、電源
コードに水をかけたりしない
ショート・感電・火災の原因
になります。

電源コードや差し込みプラグが傷んだり、コン
セントの差し込みがゆるいときは使用しない
感電・ショート・発火の原因になります。 電源コードを傷つけたり、破損したり、加

工したり、無理に曲げたり、引っ張った
り、ねじったり、たばねたりしない
電源コードが破損し、火災・感電の原因に
なります。

使用禁止

禁止

禁止
プラグを

抜く

異常時（焦げくさいなど）は、運転を
停止して差し込みプラグを抜く
異常のまま運転を続けると火災や感電の原因になりま
す。運転を停止してお買い上げの販売店または当社
サービスセンターにご相談ください。（⇒巻末参照）

水ぬれ禁止

ときどきはコンセントや電源コード、
差し込みプラグの点検を行なう
コンセントにほこりがたまっていると湿気
が加わることで電流が流れ、火災の原因に
なることがあります。差し込みプラグがは
ずれかけていたり、破損したりしている場
合は特に危険です。

◆おもわぬ事故を防ぐために・・・
●コンセントのまわりにほこりをためな

いようときどき掃除をする。
●差し込みプラグがしっかりと差し込ま

れているか確かめる。
●コンセントや差し込みプラグに異常が

ないか確かめる。
●電源コードの損傷を見つけた場合は直

ちに使用を中止し、当社サービスセン
ターへご連絡ください。
（⇒巻末参照） 

お手入れする際は、ナイロンたわし、
みがき粉など固いもの、傷をつけるお
それのあるものでこすらない
まれに自然破損する原因になります。割
れ・欠け・ひびなどが発生したら使用を中
止してください。

本商品を廃棄するときは、地域の行
政・自治体の指示にしたがい、適切な
方法で廃棄する必ず守る

差し込みプラグを抜き差しするときは、必
ず動作が完全に停止してから抜き差しする
感電・火災の原因になります。取扱注意

単独で使用

プラグ
の点検

分解禁止

1分以上連続して運転しない
1分を超えて使用すると、モーターや回転部が
過熱し、故障の原因になります。

定格15A以上・交流100Vのコンセン
トを単独で使用する
感電・火災の原因になります。

お手入れの際は必ず差し込み
プラグをコンセントから抜く
感電やけが、やけどの原因に
なります。

みじん切りカッターの刃とすりおろしプ
レートのおろし面に直接手を触れない
けがの原因になります。接触禁止

取扱説明書に記載以外の用途に使用しない
内容物が吹き出すなどおもわぬ事故や、や
けど・けがの原因になります。使用禁止

プラグを
抜く

注意
不安定な場所には置かない
転倒・落下してけがの
原因になります。禁止

禁止

40℃以上の熱い材料は使用しない
材料のふきこばれやカップが破損し、やけ
ど・けがの原因になります。

使用中・使用直後に移動させない
本体の転倒・落下などによりけがの原因に
なります。禁止

禁止

海外では使用しない
故障、発火の原因になります。

禁止

禁止人がよく通るところで使用しない
ぶつかったり、電源コードにひっかかった
りして本体が転倒・落下し、けがや故障の
原因になります。

使用禁止

使用禁止

差し込みプラグを抜くときは電源
コードを持たずに、必ず先端の差し
込みプラグを持って引き抜く
電源コードが劣化してショートや発火の
原因になります。

電源コードや差し込みプラグが破損
した状態でフードプロセッサーを使
用しない
使用中に破損を見つけたときは、直ちに
使用をやめ、差し込みプラグをコンセン
トから抜いてください。
電源コードや差し込みプラグの破損につい
ては、感電またはけがのおそれがあるため
当社サービスセンターにご連絡いただき、
修理交換してください。（⇒巻末参照）

高温の場所や火気の
近くでは使用しない
変形・故障の原因にな
ります。

プラグを
抜く

使用時以外は、差し込
みプラグをコンセント
から抜く
感電・漏電・火災の原因に
なります。

◎ご使用の前に
安全上のご注意 －必ず守ってください－
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本商品は家庭用です。通常の使用以外
の目的や業務用として使用しない
破損・故障の原因になります。使用禁止

カップを冷凍庫に入れない
破損・変形の原因になります。

禁止

カップを電子レンジやオーブンなどで使
用しない
破損・変形の原因になります。使用禁止

お手入れの際は食器洗浄機は使用しない
破損・変形の原因になります。

使用禁止

カップに氷を入れて使用しない
みじん切りカッター、すりおろしプレートが破
損し、故障の原因になります。禁止

カップに何も入れないまま使用しない
故障の原因になります。

禁止

取扱注意

材料を取り出すときは、差し込
みプラグをコンセントから抜
き、みじん切りカッターまたは
すりおろしプレートをはずし
てからヘラなどで取り出す
けがをするおそれがあります。

移動するときは、必ず本体を持って
持ち上げる
カップ部分を持って持ち上げると本体が落下
して、けがをするおそれがあります。

注意

材料が多すぎたりなどで運転が止まった
場合は、そのままの状態で使用しない
破損・故障の原因になります。禁止

カップに調理材料以外を入
れない
故障・けがの原因になります。禁止

取扱注意

お願いお願い

けがや故障などを防ぐために、必ずお守りくださいけがや故障などを防ぐために、必ずお守りください

●安全上のご注意をよくお読みください。（⇒2～4p参照）
本商品を安全にお使いいただき、あなたやほかの方への危害や損害を未然に防止するための安全に関する重
要な内容ですので、必ずよくお読みください。

●定期的にお手入れをしてください。（⇒15p参照）
汚れたままで使用を続けると、フードプロセッサーしての性能が発揮できなくなるだけでなく故障・不衛生
の原因になりますので、ご使用のたびにお手入れしてください。

●本商品は家庭用のフードプロセッサーです。業務用としては使用しないでください。また、調理以外
の目的には使用しないでください。

食品以外の材料を入れて使用しない
変形・故障の原因になります。

多湿で水がかかるおそれがあるところ・火気
の近くや高温となる場所で使用しない
感電・火災・故障・変形・変色の原因になります。

カップを電子レンジやオーブンなどで使用し
ない
カップは電子レンジ調理に対応していません。
故障・変形・変色の原因になります。必ず専用の耐
熱容器に移してください。

同梱の付属品以外は使用しない
けが・故障の原因になります。

運転中に差し込みプラグを抜かない
感電・故障・変形・変色の原因になります。

みじん切りカッターをはずすときは刃に触れ
ない
けがの原因になります。

すりおろしプレートをはずすときはおろし面
に触れない
けがの原因になります。

加熱した直後の材料は入れない
加熱後、十分に冷めてから（40℃以下になるまで
待ってから）カップに入れてください。熱いまま入
れると、ふたがはずれ、やけどや破損の原因になり
ます。

材料は入れすぎない
カップの「ＭＡＸ」のライン以上に材料を入れない
でください。
故障の原因になります。

柑橘類（特に皮）のご使用は控える
強い酸により変色・割れなどの原因になります。

お手入れする際は、ナイロンたわし、みがき
粉など固いもの、傷をつけるおそれのあるも
のでこすらない
ふたやカップを傷つける原因になります。

洗浄の際は、40℃以上のお湯は使用しない
変形・破損の原因になります。

本体を食器洗い乾燥機に入れたり、水に浸した
りしない
故障・誤作動の原因になります。

安全上のご注意 使用上のご注意
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本  体

みじん切りカッターとすりおろしプレートが付属

みじん切りカッターとすりおろしプレートを使い分けることで、お料理の下ごしらえなど、
さまざまな食材にご使用いただけます。

「きざむ」「混ぜる」ため
のカッターです。

●みじん切りカッター

「おろす」専用の刃です。

●すりおろしプレート

●お料理の下ごしらえに活躍！調理時間が短縮できます！
野菜などの下ごしらえに必要な「きざむ」「混ぜる」「おろす」が行なえます。

●スリムで、使いかたもかんたん！
使いかたは、本体にセットしたカップにみじん切りカッターや、すりおろしプレート、ふたをセット
するだけ。食材の状態を目で見ながら、仕上がり具合を自由に調節できます。

●お手入れもラクラクです！
カップやみじん切りカッターなどの付属品は、取りはずしてかんたんに洗えます。

Point フードプロセッサーをはじめてお使いになるときやしばらく使わなかった場合
ご使用前に本体以外のすべてのパーツを洗ってからご使用ください。（⇒15p参照）

付属品

各部のなまえ フードプロセッサーの特長

すりおろしプレート

みじん切りカッター

PU
LS

E       OFF         ON

電源ランプ

電源ノブ

差し込みプラグを
コンセントに差し
た状態または
使用中にランプ
が点灯します。

※電子レンジ調理に対応していません。

「ON」側に回すと
連続運転、「PULSE」
側に回すと間欠運転
ができます。

電源コード

差し込みプラグ

本体

回転軸

カップ

ふた
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みじん切りカッターの組み立てかた

本体にカップを取り付ける
カップ取っ手と本体の⇧を合わせて差し
込み、カップを反時計まわりに止まるま
で回し固定します。

※カッターを差し込むときにカップの
　内側に刃があたらないように注意し
　てください。

みじん切りカッターを差し込むとき、刃に手
を触れない
けがの原因になります。

注意

ふた/カップをしっかり固定する
固定が不十分だとふたやカップが落下し、
破損・けがの原因になります。

注意

1

みじん切りカッターを取り付ける
みじん切りカッターのつまみ部を持ち、
回転軸とみじん切りカッターの凹凸を合
わせ、差し込みます。

2

ふたを取り付ける
ふたを図の向きでカップに取り付け、
「カチッ」と音がするまで反時計まわり
に回し取り付けてください。

ふたを図の向きでカップに取り付け、
「カチッ」と音がするまで反時計まわり
に回し取り付けてください。

3

本体に電源コードが巻きつけてある場合はすべてほどき、差し込み
プラグがコンセントに差し込まれていないことを確認する
感電やけが、やけどの原因になります。

注意

すりおろしプレートの組み立てかた

すりおろしプレートを差し込むとき、おろ
し面に手を触れない
けがの原因になります。

注意

ふた/カップをしっかり固定する
固定が不十分だとふたやカップが落下し、
破損・けがの原因になります。

注意

すりおろしプレートを取り付ける
すりおろしプレートのつまみ部を持ち、
回転軸とすりおろしプレートの凹凸を
合わせ、差し込みます。

2

ふたを取り付ける3

本体に電源コードが巻きつけてある場合はすべてほどき、差し込み
プラグがコンセントに差し込まれていないことを確認する
感電やけが、やけどの原因になります。

注意

※カップを本体にしっかり差し込んでくだ
さい。差し込みが浅いとカップの固定が
できなくなります。

本体にカップを取り付ける
カップ取っ手と本体の⇧を合わせて差し
込み、カップを反時計まわりに止まるま
で回し固定します。

1

※カップを本体にしっかり差し込んでくだ
さい。差し込みが浅いとカップの固定が
できなくなります。

◎使いかた
組み立てかた組み立てかた

みじん切り
カッター

回転軸

みじん切りカッター
と回転軸の凹凸を
合わせる

カップ取っ手と
本体の⇧を合わせる

みじん切り
カッター

回転軸

つまみ部

カチッ

ふた

カップ

すりおろし
プレート

回転軸

すりおろしプレート
と回転軸の凹凸を
合わせる

つまみ部

カチッ

ふた

カップ

カップ

本体

カップと本体の⇧を合わせる

すりおろしプレート

回転軸

カップ取っ手と
本体の⇧を合わせる

カップ

本体

カップと本体の⇧を合わせる
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みじん切りカッターの使いかた

本体にカップとみじん切りカッターを取り付ける（⇒8p参照）1
材料を準備する（材料の大きさの目安は14ページを参照）
材料をあらかじめカットして準備してください。
火を通した材料は40℃以下になるまで十分に冷ましてください。

2

電源を「ON」または「PULSE」にする5

ふたを取り付け（⇒8p参照）、
差し込みプラグをコンセントに差し込む4

材料を入れる
材料はカップの「ＭＡＸライン」
以上に入れないでください。
材料が「ＭＡＸライン」以下に
なっていることを確認してください。

3

材料はMAXライン以上入れない
故障の原因になります。

注意

ふた/カップをしっかり固定する
ふた/カップの固定が不十分だと
電源が入りません。

注意

1分以上連続して運転しない
1分を超えて使用すると、モーターや回
転部が過熱し、故障の原因になります。

警告

ふたをしっかり押さえて、電源ノブを回
してください。

使用後は差し込みプラグをコンセントから抜く6

ふたとみじん切りカッターを取りはずす7
ふたを時計まわりに回して取りはずし、み
じん切りカッターを取り出してください。
カットした材料はヘラなどで取り出してください。

Point カップ内に切れていない材料が貼り付いて
しまった場合は、ふたを開けヘラなどで材
料を落としてください。

Point 途中でふたを開ける場合は、必ず電
源を「OFF」にし、動作が完全に停止
したのを確認してから差し込みプラ
グをコンセントから抜いてください。

Point 電源ノブを「ON」側に回すとみじん切りカッターが連続回転します。電源ノブを「PULSE」側
に回すと回している間のみ、みじん切りカッターが回転します。（間欠回転）
材料の様子を見ながら回転を使い分けてください。

・間欠カット
　「PULSE」「OFF」
をくり返して間欠動
作をさせる方法です。
（約1秒間隔が目安）

・連続カット
　電源を「ON」で、
連続カットをさせる
方法です。

みじん切りカッターを取り出すとき、刃に
手を触れない
けがの原因になります。

注意

みじん切りカッターが回転しない。または回転
が遅い場合はすぐに運転を中止する
差し込みプラグを抜いてからヘラなどで材料を減
らし、細かく切ってから運転を再開してください。

注意

本体に電源コードが巻きつけてある場合はすべてほどき、差し込み
プラグがコンセントに差し込まれていないことを確認する
感電やけが、やけどの原因になります。

注意

使いかた使いかた

ふた

差し込みプラグ

電源ノブ
ノブの△を「ON」
または「PULSE」
に回す

PU
LS

E       OFF         ON

差し込みプラグ

PU
LS

E       OFF         ON

PU
LS

E       OFF         ON

みじん切り
カッターふた

MAXライン

MAX
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すりおろしプレートの使いかた

本体に電源コードが巻きつけてある場合はすべてほどき、差し込み
プラグがコンセントに差し込まれていないことを確認する
感電やけが、やけどの原因になります。

注意

本体にカップとすりおろしプレートを取り付ける（⇒9p参照）1

材料を準備し、カップに入れる
材料をあらかじめカットして準備してください。
火を通した材料は40℃以下になるまで十分に冷ましてください。

2

ふたを取り付け（⇒9p参照）、
差し込みプラグをコンセントに差し込む3

材料の大きさと量の目安は14ページを参照

材料は入れすぎない
故障の原因になります。

注意

ふたとすりおろしプレートを取りはずす6
ふたを時計まわりに回して取りはずし、す
りおろしプレートを取り出してください。
カットした材料はヘラなどで取り出してください。

電源を「ON」または「PULSE」にする4
ふたをしっかり押さえて、電源ノブを回
してください。

Point 電源ノブを「ON」側に回すとすりおろしプレートが連続回転します。電源ノブを「PULSE」側に
回すと回している間のみ、すりおろしプレートが回転します。（間欠回転）
材料の様子を見ながら回転を使い分けてください。

・間欠カット
　「PULSE」「OFF」
をくり返して間欠動
作をさせる方法です。
（約1秒間隔が目安）

・連続カット
　電源を「ON」で、
連続カットをさせる
方法です。

すりおろしプレートを取り出すとき、おろ
し面に手を触れない
けがの原因になります。

注意ふた/カップをしっかり固定する
ふた/カップの固定が不十分だと
電源が入りません。

注意

使用後は差し込みプラグをコンセントから抜く5

Point カップ内に切れていない材料が貼り付いて
しまった場合は、ふたを開けヘラなどで材
料を落としてください。

Point 途中でふたを開ける場合は、必ず電
源を「OFF」にし、動作が完全に停止
したのを確認してから差し込みプラ
グをコンセントから抜いてください。

1分以上連続して運転しない
1分を超えて使用すると、モーターや回
転部が過熱し、故障の原因になります。

警告
すりおろしプレートが回転しない。または回転
が遅い場合は運転を中止する
差し込みプラグを抜いてからヘラなどで材料を
減らし、運転を再開してください。

注意

使いかた 使いかた

差し込みプラグ

PU
LS

E       OFF         ON

PU
LS

E       OFF         ON

電源ノブ
ノブの△を「ON」
または「PULSE」
に回す

PU
LS

E       OFF         ON

ふた
すりおろし
プレートふた

差し込みプラグ
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・お手入れを開始する前に、差し込みプラグがコンセントから抜けていることを、必ず確認する
・みじん切りカッターの刃に手が触れないように、十分に注意する
・すりおろしプレートのおろし面に手が触れないように、十分に注意する
・電源コードが損傷していないかを定期的に点検する
・使用後はすぐにお手入れを行なう

材料のにおいや汚れが落ちにくくなります。
・40℃以下のぬるま湯または水を使用する

40℃以上の高温のお湯を使用すると変形・変色の原因になります。
・食器洗い乾燥機は使用しない

食器洗い乾燥機を使用すると破損・変形の原因になります。
・シンナー、ベンジン、アルコール、みがき粉などは使用しない

変色や故障の原因になります。
・ドライヤー、アイロン、乾燥機などを使って乾燥させない

熱により変形することがあります。
・ぬれたまま本体に取り付けない

乾燥させずに使用すると故障の原因になります。

注意

水を含ませ、固く絞ったやわらかい布で
汚れをふき取ってください。

本  体
ブラシなどを使って、水かぬるま湯でよく洗い
流してください。
水気をふき取り、十分に乾燥してください。

みじん切りカッター、すりおろしプレート

スポンジに中性洗剤をつけて洗い、水か40℃以下のぬるま湯でよく洗い流してください。
水気をふき取り、十分に乾燥してください。

カップ、ふた

部品名

使用禁止材料

みじん切りカッター

材料例
1回に使用
できる量

（目安）（g）
下ごしらえ ポイント

すりおろしプレート

部
品
名

み
じ
ん
切
り
カ
ッ
タ
ー（
つ
ぶ
す
・
き
ざ
む
）

<硬いもの>
コーヒー豆・乾燥大豆・すじの多い肉・脂
の多い肉・だし昆布・冷凍食品・氷・する
め・干ししいたけ・棒だら　など
<ねばり気の強いもの>
納豆・長いも・じねんじょ・やまといも・
アロエ　など
<小さいもの>
ねぎ・ごま・松の実　など

上記の材料を使用すると、カップに材料が貼り付きうまく調理できなかったり、材料が
漏れ出し、故障の原因になります。

骨、皮、すじを取り除き約2cm角にカットする 100～150

<硬いもの（繊維質が多いもの）>
うこん・よもぎ・セロリ・玉ねぎなど
<ねばり気の強いもの>
アロエ・じねんじょ　など

生肉

頭、骨、すじを取り除き約1～2cm角にカットする 100～150生魚

内蔵、皮、軟骨、殻を取り除き1～2cm角にカットする 100～200イカ、エビ

軸部分を取り、水分をよくふき取る 50～100パセリ

皮をむいて上下を切り、2～3cm角にカットする 外皮は完全に取り除く

状態・種類により、こまめに確認

外皮は完全に取り除く

少量で少しずつきざむ

種類によりこまめに確認

ねばり気のあるパンはさける

100～200玉ねぎ

外皮、うす皮をむき、大きい場合は2cm角にカットする 100～200ニンニク、生姜

外皮、うす皮をむく 50～150ピーナッツ

2～3cm角にカットする 100～200

100g

たくあん

耳を取り、8～10等分以上にちぎる 1～2枚食パン（6枚切り）

※1 肉類をきざむ場合、使用する用途に応じてきざみ具合をこまめに確認しながら運転させてください。
その際、1分の連続使用時間を超えて使用する場合は1分間運転後、30分以上休ませてから再運転してください。

※2 下枠記載の使用禁止材料項目を確認のうえ運転をしてください。

材料例
1回に使用
できる量
（目安）

下ごしらえ ポイント
部
品
名

す
り
お
ろ
し
プ
レ
ー
ト

皮をむき、約3cm角の正方形にカットする

①材料は約3cm角の正方形
にカット

②20秒を目安に追加で材料を投
入する。（合計3回 300gまで）

きざみ具合をこまめに確認
ねばりが出てきたら運転停止

大根

にんじん

りんご

長いも

生姜

やまといも

※2 ※3

※3 下枠記載の使用禁止材料項目を確認のうえ運転をしてください。
※4 食材に応じてすりおろし具合をこまめに確認しながら運転させてください。

その際、1分の連続使用時間を超えて使用する場合は30分以上休ませてから再運転してください。

本体は水洗いしない
故障の原因になります。

注意

◎お手入れ材料について
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お買い上げの販売店または当社サービスセンターでお買い求めください。

◎消耗品

みじん切りカッター

EX-3638-00

すりおろしプレート

EX-3639-00

◎交換部品

カップ

EX-3640-00

ふた

EX-3641-00

〈無料修理規定〉 

修理メモ 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きに従った使用状態で
 保証期間内に故障した場合には、無料修理をさせていただきます。
 （イ） 無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店に商品
  と本書をご提示ご持参いただきお申しつけください。
 （ロ） お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場合には、当社
  サービスセンターにご連絡ください。
2. ご転居の場合の修理ご依頼先等は、お買い上げ販売店または当
 社サービスセンターにご相談ください。
3. ご贈答品等で本書に記入の販売店で無料修理をお受けになれな
 い場合には、当社サービスセンターへご連絡ください。
4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。 
 （イ） 使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷
 （ロ） お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障 及び
  損傷
 （ハ） 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常電圧、指定外の使
  用電源（電圧、周波数）などによる故障及び損傷
 （ニ） 車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷
 （ホ） 一般家庭用以外（例えば、業務用としての使用）に使用された場合
  の故障及び損傷

 （ヘ） 本書のご提示がない場合
 （ト） 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない
  場合、あるいは字句を書き替えられた場合
5.  本書は日本国内においてのみ有効です。
6.  本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。

※この保 証 書は、本 書に明 示した期 間、条 件のもとにおいて無 料 修
理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、お客様の法
律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後
の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店または当社
サービスセンターにお問い合わせください。

※ 保 証 期 間 経 過 後の修 理や補 修用性 能 部 品の保 有 期 間について
は取扱説明書をご覧ください。

※This warranty is valid only for Japan.

キリトリ線

この商品にはモーターの過熱による事故や故障を防止するために、保護装置（サーモスタット）が搭
載されています。この保護装置は、以下のような条件で使用したとき、運転を自動的に停止させるも
のです。

●定格時間以上連続で使用しているとき
●材料を入れすぎたり、材料が大きいとき
●使用禁止材料が入っているとき
●高温下で長時間使用したとき
もし、保護装置がはたらいてモーターが回転しなくなったときは、電源ノブを「OFF」に回して、材料
を取り出したうえで30分程度放置（冷却）してから再度ご使用ください。
＊万一、通常の使用にて保護装置が頻繁にはたらいてしまうときは、当社サービスセンターにご相談
ください。（→巻末参照）

消耗品/交換部品保護装置（サーモスタット）について


